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 涼しい風が吹き始め、秋の深まりを感じる時期になってきました。学校の行事も終わりに

近づき、少し落ちついて過ごせる時期になってきたのではないかと思います。凜の活動の中

でも、子どもたちが頑張ってやり通した経験をいかせるようにしていきたいと思います。 

 

 

                          

言葉遊びの時間 
子どもたちにとってわかりやすくて、興味をもって言葉に触れることができるものに紙

芝居があります。その中の一つの『ごきげんのわるいコックさん』というお話では、コック

さんがおもしろい表情で描かれていたり、「むにゅむにゅ～」、 

「プンプン」「くるくる、ぐるぐる」など、子どもの興味をひ 

きやすく、印象に残りやすい言葉が使われています。また、 

みんなでコックさんを呼びかけたり、キャンディーをもらう 

真似をするなど、見ているだけでなく、みんなが一緒に参加 

して楽しめる内容になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

凜レクリエーション会議に参加しました！ 
６つの事業所がある凜の特徴をいかして、それぞれの 

事業所の担当者が集まって、定期的にレクリエーション 

会議を開いています。 

“この活動がよかった”“こんな取組みを考えている” 

など、みんながいろいろなアイデアを出し合って、子ど 

もたちが楽しめる活動を考えています。 

私も参加して、“こんな活動をしてほしい”という要望 

を聞いたり、活動の提案をさせていただきました。 

 
どれにしよう

かなあ・・。 


